
改札及び想定さ
れる旅客対応施
設の範囲 

約190ｍ 

高架下空間の利用の程度 

※ＪＲ東海提供の資料をもとに作成 

資料 ５－２ 

約９ｍ 

約５ｍ 

このうちの約４割
が使用可能 

○旅客対応施設範囲を駅中心付近に設
置した場合の想定。 
○水色で示した範囲（約7,000㎡）のうち、
最大で約3,000㎡が利用可能。 
○ただし、具体的な駅広場や施設の構造
(リニア関係設備等による構造上の制約が
生じる可能性有）、賃貸料等がはっきりし
ないため、実際にどの程度まで利用できる
かどうかは、今後の調整による。 

約50ｍ 
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高架下空間の利用についての整理 

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 

・第２回検討会議において、
高架下空間の利用の程度
に応じて、機能配置に関す
る検討を行った。 
 

・前述のＪＲ東海からの情
報提供を踏まえ、改めて
考え方を整理する。 

・高架下空間の活用
の程度から見ると、
Ｂ案が近い。 
・各案の長所や実際
の利便性などを考慮
しつつ、改めて機能
配置を検討する。 
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高架下空間の利用のイメージ 

 １階建て程度の建造物の収容は可能（複数階となる建物や立体
駐車場の収容は難しい） 

 人だけでなく、自動車を含めた南北の横断道路の設置が可能 

 高架下での車両の旋回は困難と考えられる 

 

約５ｍ 

約40ｍ 

複数階層
は困難 

※定点に橋脚等の構造物が設置される。 

南北の横断道路
の設置が可能 

高架下内での車両 
の旋回は困難 
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